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小学校の統合の方向性について 

【１】複式学級のある小学校 

１、栗林小学校 

２、白山小学校 

３、唐丹小学校 

 

〇統合先の小学校 

１、栗林小学校は、釜石東中学校の同じ学区である鵜住居小学校へ統合する。 

 

２、白山小学校は、２つの統合先が考えられる。 

白山小学校は位置的には、平田小学校と釜石小学校のほぼ中間になること。 

  距離的に通学は基本スクールバスを利用することになる。 

 

① 平田小学校への統合 

白山小学校は、平田小学校と同じ大平中学区であること。 

   

② 釜石小学校への統合 

   白山小学校は、もともと釜石小学校から分かれた経過等があること。 

 

白山小学校の統合先については、ＰＴＡや地域等の意見を伺い検討する。 

 

３、唐丹小学校 

  基本方針では、現在の５中学校区に小学校を１校は存続するとしており、基

本的に統合の対象としない。今後も継続して、ＰＴＡや地域との意見交換を行

っていくこととする。 

 

 

【２】複式学級が見込まれる小学校 

１、釜石小学校 

・釜石小学校は、推計値では令和９年度から複式学級となる見込みである。 

・釜石小学校の統合先の組み合わせとしては、同様に、児童数の減少率が 

高い、双葉小学校との統合も考えられる。 

・使用する校舎を双葉小学校とする場合、市の中心市街地である東部地区 

から小学校がなくなることで、まちづくりや地域コミュニティへの影響 

が懸念される。 

 

釜石小学校の統合については、ＰＴＡや地域等の意見を伺い検討する。 

 


